
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【読み語り ほたるの会の皆様 ２月７日（金）】 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

木谷小学校 コミュニティスクールだより  令和７年２月７日発行 第 61 号 

コミュニティ・スクール推進員 福田 みき 

ここう交通事故れまでここ

れまでの 

 地域の方から学んだこと 

1 年生 田阪三依さん 
「ぶんぶんぶるるん」「ひよことあひるのこ」 

2 年生 横田さえ子さん 
「ライオンのくにのねずみ 」 

3 年生 吉田直代さん 
「わんぱくだんのおおかみもり」 

 

 やぎが犬を，牛がおばあさんをふっと

ばしたのがすごかったです。 

 ひよこがおぼれて，あひるが助けたの

がやさしいです。 

オオカミが人間よりも鼻がよいとは知

っていたけど，100 倍とは知らなかったで

す。 

ハルヨビヒメの花が，はじめは見つか

りませんでした。しかし，よいにおいがす

るのをオオカミが見つけてついていくと

見つかって，一気に春になったのがすご

かったです。 

 ねずみは小さいけれど，ライオン

よりサッカーが上手だったのでび

っくりしました。「ライオンクイズ」

をしてもらいました。オスのライオ

ンのたてがみは強さを表すことが

わかりました。 



 

 

 

 

 

 

                   

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

4 年生 中元明美さん 
「ライフ タイム」 

5 年生 折河親子さん 
「おおはくちょうのそら」 

6 年生 矢原大和さん 「論語」 

 動物の一生の出来事がわかりまし

た。キリンの柄が 200 個，タツノオト

シゴが一生に生む赤ちゃんが 1000 匹

いるのがわかりました。 

 アルパカの毛が 20 回も刈られるこ

とがわかりました。 

読み方で伝わり方が変わっていたので，

私もそのような読み方をしてみたいです。

おおはくちょうの父親が子はくちょうを

休ませてあげて優しいと思いました。 

絵本の挿絵で黒が多いのがすごい表現

だと思いました。 

 中学校生活でも思いやりを

忘れず，時には勇気を出して生

活していこうと思いました。 

 生き方について，これからも

考えていきたいです。 

 人としての大切なことは昔

から変わらないのだと思いま

した。 

令
和
六
年
度
も
大
変
お
世
話

に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。「
本
を
読
ん
で
も
ら
う
の

が
大
好
き
」
な
児
童
た
ち
が
育
っ

て
い
る
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 


